
　

皆
さ
ん
は
、「
認
知
症
」
に
ど
ん
な
症

状
が
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
ま
た
、

「
認
知
症
」
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
ま
す
か
？

　
認
知
症
は
、
加
齢
と
と
も
に
増
え
る
脳

の
病
気
で
す
。
日
本
で
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
う
ち
、
認
知
症
の
人
の
数
は

６
０
０
万
人
（
令
和
２
年
現
在
）
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
に
は
約

７
０
０
万
人
、
お
よ
そ
高
齢
者
の
５
人
に

１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
身
近
な
病
気
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」
に
合

わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
「
学
び
場
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
認
知
症
の
人
の
症
状
や
気
持
ち
を
知
る

○『
ボ
ク
は
や
っ
と
認
知
症
の
こ
と
が
わ

か
っ
た
』
自
ら
も
認
知
症
に
な
っ
た
専

門
医
が
、
日
本
人
に
伝
え
た
い
遺
言

　
　
長
谷
川
和
夫
⑊
著　
猪
熊
律
子
⑊
著

　
こ
れ
ま
で
何
千
人
も
の
患
者
を
診
て

き
た
認
知
症
の
専
門
医
は
、
認
知
症
に

な
っ
て
何
を
思
い
、
ど
う
感
じ
て
い
る

の
か
。
自
身
の
半
生
や
生
き
方
、
日
本

の
認
知
症
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、
日

本
人
に
伝
え
た
い「
遺
言
」を
語
る
。『
読

売
新
聞
』
連
載
を
加
筆
し
書
籍
化
。

○『
丹
野
智
文
笑
顔
で
生
き
る
』

　
認
知
症
と
と
も
に

　
丹
野
智
文
⑊
著

　
39
歳
で
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

に
な
っ
た
ト
ッ
プ
営
業
マ
ン
。
選
ん
だ

の
は
認
知
症
を
悔
や
む
の
で
は
な
く
、

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
と
い
う
道
。

家
族
、
会
社
、
仲
間
た
ち
…
。
笑
顔
を

取
り
戻
す
ま
で
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

○『
認
知
症
世
界
の
歩
き
方
』

　
認
知
症
の
あ
る
人
の
頭
の
中
を
の
ぞ
い

で
み
た
ら
？

　
筧
裕
介
⑊
著

認
知
症
未
来
共
創
ハ
ブ
⑊
ほ
か
監
修

　
乗
る
と
だ
ん
だ
ん
記
憶
を
な
く
す
ミ

ス
テ
リ
ー
バ
ス
、
距
離
も
方
角
も
わ
か

ら
な
く
な
る
二
次
元
銀
座
商
店
街
…
。

認
知
症
の
あ
る
人
が
経
験
す
る
出
来
事

を
「
旅
の
ス
ケ
ッ
チ
」
と
「
旅
行
記
」

の
形
式
に
ま
と
め
、
だ
れ
も
が
身
近
に

感
じ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
紹
介
す
る
。

◆
認
知
症
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
を
知
る

○『
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
社
会
』

　
　
徳
田
雄
人
⑊
著

　
超
高
齢
社
会
で
は
認
知
症
の
人
が
多

く
な
る
と
い
う
。
な
ら
ば
社
会
を
、
認

知
症
の
人
も
普
通
に
暮
ら
せ
る
も
の
に

変
え
て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
英
国

で
の
画
期
的
な
実
践
や
日
本
全
国
の
先

進
的
な
地
域
を
紹
介
し
、
認
知
症
の
人

が
暮
ら
し
や
す
い
仕
組
み
を
提
言
す
る
。

○『
注
文
を
ま
ち
が
え
る
料
理
店
』
忘
れ

ち
ゃ
っ
た
け
ど　
ま
ち
が
え
ち
ゃ
っ
た

け
ど　
ま
あ
い
い
か

小
国
士
朗
⑊
著

　

ま
ち
が
え
る
こ
と
を
受
け
入
れ
て
、

ま
ち
が
え
る
こ
と
を
一
緒
に
楽
し
む
。

２
０
１
７
年
６
月
に
２
日
間
限
定
で

オ
ー
プ
ン
し
た「
認
知
症
を
抱
え
る
人
」

が
接
客
を
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
本
当

に
あ
っ
た
も
の
が
た
り
を
紹
介
。
企
画

の
発
起
人
で
あ
る
著
者
の
解
説
も
掲
載
。

◆
こ
ど
も
と
一
緒
に
認
知
症
を
学
ぶ

○『
マ
ン
ガ
ニ
ン
チ
シ
ョ
ウ
大
使
れ
も
参

上
！
』
知
っ
て
る
？
認
知
症　
　
　
　
　

高
橋
由
為
子
⑊
作
・
マ
ン
ガ

菊
地
蔵
乃
介
⑊
解
説
・
監
修

○『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
』
ぼ
く
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん　
　
　
長
谷
川
和
夫
⑊
さ
く

池
田
げ
ん
え
い
⑊
え

※
図
書
紹
介
文
は
「
株
式
会
社
図
書
館
流

通
セ
ン
タ
ー
新
刊
全
点
案
内
」
よ
り
引

用
し
て
い
ま
す
。

　
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
い
る
図
書

の
一
部
で
す
。
他
に
も
多
数
の
蔵
書
が
あ

り
ま
す
。

９
月
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」
で
す

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

【
上
野
図
書
館
特
設
コ
ー
ナ
ー
】

９
月
の
テ
ー
マ
は
「
認
知
症
」

学
び
場
①

【
と　
き
】　
９
月
13
日
㈫

　
午
後
２
時
〜
３
時

【
と
こ
ろ
】

　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊
賀
上
野

　
（
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
上
野
店
周
辺
）

　
（
四
十
九
町
１
８
５
０
）

【
内　
容
】　
啓
発
物
品
の
配
布
、
認

知
症
に
関
す
る
相
談

「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」

街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
す
！

トピックス
　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
の

こ
と
で
す
。
養
成
講
座
で
は
、
認
知
症
の

症
状
や
対
応
方
法
に
つ
い
て
、
講
話
や
寸

劇
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
と　
き
】

　
10
月
８
日
㈯　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】　
ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー
２
階

【
講　
師
】　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
い
が

【
定　
員
】　
先
着
30
人

【
申
込
開
始
日
】　
９
月
12
日
㈪

【
申
込
先
・
問
合
せ
】

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
南
部
サ
テ
ラ
イ
ト

　
☎
52
・
２
７
１
５　
℻  
52
・
２
２
８
１

　
10
名
以
上
の
団
体
（
企
業・地
域
な
ど
）

に
対
し
て
、
随
時
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
の
種
類
や
症
状
、
参
考
図
書
、

伊
賀
市
内
で
実
施
し
て
い
る
認
知
症
カ

フ
ェ
な
ど
を
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
と　
き
】　
９
月
20
日
㈫
〜
30
日
㈮

　
開
庁
時
間
内
（
閉
庁
日
除
く
）

【
と
こ
ろ
】　
本
庁
舎　
１
階
ロ
ビ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
26
・
１
５
２
１　
℻  
24
・
７
５
１
１　

houkatsu-shien@
city.iga.lg.jp　

【
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
】

【
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
パ
ネ
ル
展
示
】

学
び
場
②

学
び
場
③

　
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
い
が
」
は
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
お
互
い
に
支
え
合

い
、
寄
り
添
い
な
が
ら
生
活
で
き
る
ま

ち
を
め
ざ
す
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
す
。

受
講
生
募
集
！

コ
ラ
ム

認
知
症
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

　
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
」
は
認
知
症

を
引
き
起
こ
す
主
な
病
気
の
ひ
と
つ

で
す
。

　
円
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
認
知
症
の

原
因
と
な
る
病
気
は
複
数
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
の
主
な
症
状
は
「
も
の
忘

れ
」
で
す
が
、
原
因
と
な
る
病
気
に

よ
っ
て
現
れ
る
症
状
も
異
な
り
ま

す
。
見
え
な
い
も
の
が
見
え
る
「
幻

視
」
や
、
人
格
の
変
化
が
起
こ
る
病

気
も
あ
り
ま
す
。

　
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
よ

う
に
、
認
知
症
の
原
因
も
症
状
も
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
認
知
症
の
人
と
の

「
共
生
」
社
会
を
生
き
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま

せ
ん
か
。

アルツハイマー型
認知症　　 50%

レビー小体型
認知症 15%

脳血管性認知症
15%

前頭側頭型
認知症
2% その他

18%

「認知症を引き起こす主な病気」

※「認知症サポーター養成講座標準教材」を参考に作成

にんサポくん

予　告

【認知症講演会】
11 月 13日㈰午後２時～３時 30分

サンピア伊賀で開催予定
詳しくは広報いが 10月号を

ご覧ください

講座修了後、認知症サポーターの証として「オレンジリング」（左）、
または「認知症サポーターカード」をお渡しします。
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